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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間の業績は売上高13,601,022千円（前年同期比16.0％減）、営業利益174,090千円（前年同

期比75.5％減）、経常利益168,653千円（前年同期比76.3％減）、四半期純利益112,669千円（前年同期比76.3％

減）となりました。

 セグメントの業績は以下のとおりです。 

 

（電子機能材事業）

 電子機器や電子部品に使用されている材料・部品の表面処理加工を主とする電子機能材事業では、売上高は

4,652,858千円（前年同期比3.3％減）となりました。民生分野ではスマートフォンやタブレット端末に向けてコネ

クタ・端子類の旺盛な需要と同時に、より微細化の要求も強くなっています。当社では新鋭設備の導入により微細

加工と生産性向上の両立に取り組んでいますが、当初の計画より時間を要しており、人員の追加や操業時間を増や

すことで対応しております。自動車や産業機器向けは堅調なものの民生分野の遅れをカバーするには至らず、当該

セグメントの経常利益は57,222千円（前年同期比88.9％減）となりました。

 

（電気機能線材事業）

 電線・配線用ケーブル・通信用ケーブルなどの伸線加工を主とする電気機能線材事業では、売上高は8,948,163

千円（前年同期比21.3％減）となりました。国内銅建値が2016年9月に525.0円/kg（月平均）となるなど、前年同

期に比べ低位で推移したことで原材料費だけでなく売上高も減少することとなりました。受注の加工賃ベースで

は、主力の設備用電線など建設・電販向けをはじめ、平角線・異形線加工もほぼ計画通りの堅調な推移となってお

ります。一方で、鋳造設備の稼働に伴う費用負担が増大したことなどから、当該セグメントの経常利益は111,431

千円（前年同期比42.9％減）となりました。

 

売上高                                        単位（千円） 

 
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

増減率
金額 構成比 金額 構成比

電子機能材事業 4,810,993 29.7% 4,652,858 34.2% △3.3%

電気機能線材事業 11,371,586 70.3% 8,948,163 65.8% △21.3%

合計 16,182,580 100.0% 13,601,022 100.0% △16.0%

 

加工売上高                                       単位（千円）

 
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

増減率
金額 構成比 金額 構成比

電子機能材事業 2,449,450 73.4% 2,281,680 72.8% △6.8%

電気機能線材事業 888,429 26.6% 853,119 27.2% △4.0%

合計 3,337,880 100.0% 3,134,800 100.0% △6.1%

（注）当社では売上高から主要な材料費等を控除した金額を「加工売上高」と称し、経営指標として用いています。 

 

（２）財政状態に関する説明

（貸借対照表の状況）

 総資産は11,124,278千円となり、前事業年度末に比べ1,456,453千円増加しました。これは現金及び預金が

584,984千円、機械及び装置（純額）が513,701千円、受取手形及び売掛金が176,141千円、原材料及び貯蔵品が

158,707千円増加したことなどによるものです。

 負債合計は7,108,887千円となり、前事業年度末に比べ1,481,061千円増加しました。これは買掛金が939,199千

円、借入金が587,254千円増加したことと、未払法人税等が77,733千円減少したことなどによるものです。

 純資産は4,015,391千円となり、前事業年度末に比べ24,607千円減少しました。これは、当第３四半期累計期間

の四半期純利益と剰余金の配当などを反映したものです。
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（キャッシュ・フローの状況）

 当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物は、前事業年度末に比べて584,984千円増加し、761,656千円

となりました。

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

 営業活動によるキャッシュ・フローは、976,333千円の収入（前年同四半期累計期間は1,356,138千円の収入）と

なりました。主な収入は税引前四半期純利益168,017千円、減価償却費335,171千円、仕入債務の増加額939,199千

円であり、主な支出は法人税等の支払額133,928千円、売上債権の増加額176,141千円、たな卸資産の増加額

219,004千円などであります。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出838,301千円などにより844,158千円の支

出（前年同四半期累計期間は803,874千円の支出）となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入1,180,000千円のほか、長期借入金の返済による

支出292,746千円、短期借入金の純減少額300,000千円、配当金の支払額134,444千円などにより452,809千円の収入

（前年同四半期累計期間は168,213千円の収入）となりました。 

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期累計期間においては、電子機能材事業での新鋭設備の導入・稼働に時間を要しているものの、両事

業とも概ね計画通りの推移となりました。第４四半期においても受注状況は順調で、計画達成に向けて引き続いて

取り組み事項の解決に注力してまいります。 

 なお、平成29年３月期の業績予想に変更はありません。
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２．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 176,671 761,656 

受取手形及び売掛金 4,398,323 4,574,464 

仕掛品 388,051 448,348 

原材料及び貯蔵品 339,319 498,027 

繰延税金資産 20,643 13,158 

その他 43,652 30,377 

流動資産合計 5,366,662 6,326,032 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,056,405 1,000,095 

機械及び装置（純額） 890,691 1,404,393 

土地 1,863,981 1,863,981 

建設仮勘定 65,767 39,786 

その他（純額） 203,884 255,226 

有形固定資産合計 4,080,731 4,563,483 

無形固定資産 8,783 17,265 

投資その他の資産    

投資有価証券 37,102 28,206 

繰延税金資産 161,318 176,413 

その他 13,226 12,876 

投資その他の資産合計 211,648 217,496 

固定資産合計 4,301,162 4,798,246 

資産合計 9,667,824 11,124,278 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,436,525 3,375,725 

短期借入金 300,000 － 

1年内返済予定の長期借入金 268,418 595,912 

未払法人税等 108,687 30,953 

役員賞与引当金 9,200 － 

その他 361,578 352,488 

流動負債合計 3,484,409 4,355,079 

固定負債    

長期借入金 1,596,761 2,156,521 

退職給付引当金 474,939 525,571 

その他 71,715 71,715 

固定負債合計 2,143,415 2,753,807 

負債合計 5,627,825 7,108,887 

純資産の部    

株主資本    

資本金 687,749 687,749 

資本剰余金 826,871 826,871 

利益剰余金 2,523,376 2,501,451 

自己株式 △1,247 △1,247 

株主資本合計 4,036,749 4,014,824 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 3,249 567 

評価・換算差額等合計 3,249 567 

純資産合計 4,039,999 4,015,391 

負債純資産合計 9,667,824 11,124,278 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 16,182,580 13,601,022 

売上原価 14,559,313 12,449,430 

売上総利益 1,623,266 1,151,591 

販売費及び一般管理費 911,497 977,501 

営業利益 711,769 174,090 

営業外収益    

受取利息 3 8 

受取配当金 1,122 1,009 

助成金収入 1,052 144 

受取賃貸料 3,231 3,231 

スクラップ売却益 2,536 352 

その他 4,799 2,856 

営業外収益合計 12,746 7,602 

営業外費用    

支払利息 6,958 6,595 

売上割引 4,412 3,988 

賃貸費用 1,611 1,566 

その他 21 888 

営業外費用合計 13,004 13,039 

経常利益 711,510 168,653 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 781 

固定資産売却益 239 － 

特別利益合計 239 781 

特別損失    

固定資産除却損 1,396 1,417 

特別損失合計 1,396 1,417 

税引前四半期純利益 710,354 168,017 

法人税、住民税及び事業税 224,536 62,153 

法人税等調整額 9,912 △6,805 

法人税等合計 234,449 55,348 

四半期純利益 475,905 112,669 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 710,354 168,017 

減価償却費 249,356 335,171 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,200 △9,200 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,030 50,631 

受取利息及び受取配当金 △1,126 △1,018 

支払利息 6,958 6,595 

有形固定資産売却損益（△は益） △239 － 

固定資産除却損 1,396 1,417 

投資有価証券売却損益（△は益） － △781 

売上債権の増減額（△は増加） 190,173 △176,141 

たな卸資産の増減額（△は増加） 101,974 △219,004 

仕入債務の増減額（△は減少） 572,264 939,199 

その他 △60,816 20,426 

小計 1,779,125 1,115,314 

利息及び配当金の受取額 1,126 1,018 

利息の支払額 △6,949 △6,651 

法人税等の支払額 △419,107 △133,928 

その他 1,942 581 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,356,138 976,333 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の取得による支出 △961 △932 

投資有価証券の売却による収入 － 7,123 

有形固定資産の取得による支出 △803,112 △838,301 

有形固定資産の売却による収入 240 － 

無形固定資産の取得による支出 △600 △11,041 

その他 558 △1,007 

投資活動によるキャッシュ・フロー △803,874 △844,158 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） － △300,000 

長期借入れによる収入 600,000 1,180,000 

長期借入金の返済による支出 △290,324 △292,746 

自己株式の取得による支出 △192 － 

配当金の支払額 △141,269 △134,444 

財務活動によるキャッシュ・フロー 168,213 452,809 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 720,477 584,984 

現金及び現金同等物の期首残高 261,280 176,671 

現金及び現金同等物の四半期末残高 981,757 761,656 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  電子機能材事業 電気機能線材事業 合計 

売上高      

（1）外部顧客への売上高 4,810,993 11,371,586 16,182,580 

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － 

計 4,810,993 11,371,586 16,182,580 

セグメント利益 516,415 195,095 711,510 

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微である

ため各報告セグメントに配賦しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  電子機能材事業 電気機能線材事業 合計 

売上高      

（1）外部顧客への売上高 4,652,858 8,948,163 13,601,022 

（2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － 

計 4,652,858 8,948,163 13,601,022 

セグメント利益 57,222 111,431 168,653 

（注）１.セグメント利益の合計は、四半期損益計算書の経常利益と一致しております。

２.セグメント利益には適当な配賦基準によって各報告セグメントに配賦された全社費用を含んでお

ります。なお、財務収益費用についても全社的に管理されておりますが、金額的影響が軽微である

ため各報告セグメントに配賦しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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